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I. 目的 
医療機関で行なっている産後継続支援の実態から、母子の育ちを支えるために必要な
支援を明らかにする。  
II. 方法 
1. 対象：乳児をもつ母親が集まる「マミーサロン（以下、サロンに省略）」に参加し
た母親と、サロン全体とした。  
2. データ収集の期間と方法：データ収集期間は 2013 年３月（３回 1 クール）であっ
た。データ収集方法は３月に行われたサロン（３回１クール）で参加観察、３回目の
サロン終了後、グループインタビューを行った。  
3. 対象のリクルート方法：医療機関に依頼し協力を得た。院長、看護部長、病棟師長
の承諾を得て、研究者より依頼書と計画書を母親に手渡し、文書と口頭で研究協力を
依頼した。インタビューは、サロン２回目終了後、インタビュー依頼書と計画書を手
渡し、文書と口頭で研究協力を依頼した。インタビューに承諾した母親に、３回目終
了後インタビューを実施した。  
4. データ分析方法：観察ノートと逐語録を丁寧に読みこみ、産後の母子の育ちを支え
るために必要な支援を検討した。  
5. 倫理的配慮：研究対象者の研究参加への自由意思を尊重すること、観察ノート等へ
の記入は匿名性の確保に努めた。研究協力に対し謝品を渡した。聖隷クリストファー
大学倫理委員会の承認を得た。  
III. 結果 
1. 対象者の背景 :サロンに参加した月齢１～４か月の乳児を持つ母親 15 人で、月齢１
か月１名、２か月３名、３か月７名、４か月２名であった。母親の出産歴は、初産婦
62％、1 経産婦 38％の割合あった。母親がサロンに参加している間は、看護職１名・
ＮＰＯ団体職員３名が子どもを預かっていた。子どもを預ける場はサロンに子どもの
鳴き声が聞こえない場所に設定していた。  
2. サロンの実際：「母親が主役の時間であることを保証している」「自分自身を表出
できる」「母親である自分を振り返る」「子育ての悩みを表出する」「母親の経験値を活
かせる」「同じ年代の子どもをもつ親へのエンパワーメント」と 6 つに分けられた。  
IV. 考察 
 サロン参加者は、初産婦に限らず経産婦も 38％と多かった。参加した経産婦は子ど
もを実家や義父母に預けたり、公的資源を活用してサロンに参加していた。子どもを安
心して預け、過去の体験である分娩の想起や出産前を振り返る時間、現在の思い・悩み
を表出できるプログラムや看護支援は、母親役割取得過程にある自身を振り返る場を保
証する支援になっていた。  
V. 研究の限界と今後の課題 
本研究は、一医療機関で出産し退院された母親を対象としている。また、対象者数も
少ないため今回の結果を一般化することには限界がある。今後は対象者数を増やすこと、
産後の継続支援の効果など縦断的に調査していきたいと考える。  
本研究にご協力くださいました医療機関の施設長および看護職員、サロンに参加され
た皆様すべての方々に感謝申し上げます。本研究は、日本母性衛生学会発表予定です。 
